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Ⅰ　問　題

　ＬＤ，ＡＤＨＤ，高機能広汎性発達障害等の，
いわゆる発達障害児・者に対する理解と支援が広
がり深まりつつある．このような状況の一翼を担
っているのが，インフォーマルな支援グループ（以
下，支援団体と称す）であろう．これは，親の会
や有志の研究会，ＮＰＯ等の総称であり，関係者
による関係者のための支援団体である．これらは，
公的な支援が行き届かない「狭間」の存在であっ
た発達障害児・者やその家族的な機能を果たした
り，その必要性を社会に啓発したりしている．
　このような支援団体が精力的に展開される中
で，二つの観点からの検討課題が見出された．一
つ目は，実践論的課題というべき具体的な実践
内容への着目であり，多種多様な実戦報告がな
されている（例えば，芦澤，宇根本，2002 1）；末
永，蔦森，吉成，堀越他，2003 2）；佐々木，加藤，
2003 3））
　二つ目は，運営論的課題というべきものであり，
支援グループやその活動に関する運営それ自体へ
の着目である．これは，市民活動の継続の中でそ
の運営（目的や方針，活動内容や方法，組織の維
持など）における悩みが顕在化し，「立ち上げ当

初の，我武者羅で熱意溢れる時期は過ぎ，活動の
継続という緻密で実際的な作業の連続が求められ
る時期となった」との指摘に表れている（森野，
吉田，新堀，栗野，2004 4）；佐々木2008 5））．
　さて，筆者らが1998年以来取り組んでいる「エ
ブリの会」は広汎性発達障害のある児者を対象と
した市民活動の一つと言える．また，エブリの会
の名称は，「高機能広汎性発達障害のある人を支
援する会」の愛称であり，かつ，2010年度現在の
活動内容である「エブリ教室」，「エブリクラブ」，
「エブリ広場」の総称として便宜上用いている団
体名である．
　エブリの会について，筆者らは具体的な実践内
容に着目した実践論的見地からの報告（例えば，
佐々木，2005 6）；佐々木，加藤，2004 7）；佐々木，
加藤2008 8））や，運営論的見地からの報告に含ま
れるであろう活動方針の検討に関する報告をして
いる（佐々木，田代，加藤，2004 9））．
　近年，筆者らは，エブリの会の運営の内容や方
法において大きな変化を経験している．このよう
な状況にあって，本稿ではエブリの会における経
緯を整理し，後に続く運営論的検討の資料とした
い．
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Ⅱ　目的と方法

　
　本稿の目的は，エブリの会の経緯と現状をまと
め，その運営に関する検討の視点を提起すること
である．
　そのための方法として，エブリの会に関する運
営資料，公開されている実践報告，岩手県内のほ
かのグループによる実践報告などの関連資料の収
集と整理，分析を行う

Ⅲ　結　果

１　エブリの会の事業内容に関する経緯と現状
　2010年度現在の，エブリの会における事業内容
は以下（１）～（３）である．また，現在の事業
内容にはないが，過去に取り組まれたものは以下
（４），（５）がある．
（１）エブリ教室
　エブリ教室は，高機能広汎性発達障害のある小
学生に対し，休日活動を提供することを目的とす
るグループである．1998年立ち上げ，2000年の休
止期間を経て，2001年から現在まで継続している．
活動中は，ボランティアスタッフが活動の従事し，
保護者は別室にて待機（保護者同士の談話）する．
参加児は盛岡市内およびその近隣地域在住であ
り，高機能広汎性発達障害（あるいは高機能自閉
症，アスペルガー障害）の診断があるか，その疑
いがあるとされる．また，彼らはほとんどが，第
二筆者が相談対応した児であった．近年では，他
の相談機関からの紹介をうけ，第一筆者が相談対
応した児もいる．2010年度現在，11名の参加があ
り，７名が対象児（男女比＝４：３）である．ま
た，４名がきょうだい（未就学児）である．
（２）エブリクラブ
　エブリクラブは，高機能広汎性発達障害のある
者（中学生以上の年代）に対し，休日活動を提供
することを目的とするグループである．2000年～
2001年に開催された「エブリ同窓会」を前身とし
て，2002年からエブリクラブと改称し，現在まで
継続している．年４回，土曜日の午前中の開催で

ある．参加者は，エブリ教室の「卒業生」と，そ
れ以外の希望者である．後者は，岩手県各地から
集っており，筆者らが相談対応し随時参加を勧め
た．2010年度現在，22名の参加者がおり，16名が
対象者（男女比＝15：１）である．また，６名が
きょうだい（小学生）である．
（３）エブリ広場
　「エブリ広場」は，年度途中にエブリ教室への
参加を希望した児や未就学児を対象とし，エブリ
教室への参加を待機しつつ，年に３回程度活動を
する暫定的なグループである．エブリ教室への新
規参加については年度途中では行わないことにし
ている．そこで2010年度から，エブリ広場を経て
翌年度始，または就学年度にエブリ教室に移行す
るという手続きをとることにした．本稿を執筆し
ている現在は，参加希望を待っている状況であり，
未実施である．
（４）エブリ学習会
　エブリ学習会は，保護者やスタッフを対象とし
て，年１回実施した．2002年～2004年の間に合計
３回開催した．その内容は，専門家や保護者によ
る講演であった．
（５）エブリ談話室，エブリ保護者の集い
　エブリ談話室と，エブリ保護者の集いは，いず
れも保護者を対象とした会合であり，保護者同士
が集い近況や悩みなどを話し合った．当初，2000
年当初は「談話室エブリ」と称していたが，2003
年以降には，中学生以上の保護者を対象としたエ
ブリ談話室，就学前及び小学生の保護者を対象と
したエブリ保護者の集いとして分化した．2000年
～2008年の間に月一回程度，平日の午前中に開催
した（加藤，2008 10））．

２　エブリの会の運営組織に関する経緯と現状
エブリの会の発端は，エブリ教室の開催であった．
これは，1998年に加藤義男研究室の臨床活動とし
て２年間の試行的な実践として立ち上げられた．
この運営組織として，第二筆者を代表とし，第一
筆者を含む当時の大学院生数名がスタッフとして
参加し，運営の実務にあたった．
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2001年～2009年の間，エブリ教室が教育実践総合
センターの事業として再開され，第二筆者を代表
とし，第一筆者が運営の実務にあたった．また，
スタッフとして，第一筆者を含む現職教員等と，
大学院生，大学生が参加した．なお，談話室エブ
リ，エブリ保護者の集いについては，第二筆者が
運営の実務にあたった．
　1998年～2009年においては，岩手大学の教育学
部を運営上の後ろ楯としてきた．しかし，2010年
からは，運営組織として，第一筆者が代表と運営
実務にあたることとし，運営組織を実質的に独自，
独立運営とした．

３ 　エブリ教室とエブリクラブの実践内容に関す
る経緯と現状

（１）活動の方針
　1998年のエブリ教室の立ち上げ当初，活動の目
的は，参加児に対する支援内容や支援方法を検討
し，そのあり方を提起することであった．この取
り組みによって，支援内容としてはソーシャルス
キル，支援方法としては，小グループによる遊び
の形態をとったトレーニングを志向した（佐々木，
加藤，佐々木，2001a 11））．
　エブリ教室が，高機能広汎性発達障害のある児
を対象としたのは，筆者らにとって次のような経
緯に基づく必然だった．すなわち，1990年代の
「いわゆるＬＤ」（佐々木，2000 12））として，現
在でいうところの発達障害概念が注目され始めた
わけだが，2000年代前後になると，「いわゆるＬ
Ｄ」という広範で多種多様な状態像を含んだ概念
が，徐々に分析的に明確化され始め，「いわゆる
ＬＤ」が，認知特性のアンバランスさゆえの学習
上の困難を主訴とする，狭義のＬＤ，ＡＤＨＤ，
高機能広汎性発達障害等の概念が周知され始め
た．そのような状況にあって，筆者らは，臨床的
に最も適応状況が思わしくないという印象が強か
った高機能広汎性発達障害のある児に対する支援
の検討の必要性を感じた．期せずして筆者らの当
時抱いた「臨床的に最も適応状況が思わしくない
という印象」が今日，様々な観点から裏付けられ

ようとしている（三浦，小川，佐藤，2009 13）;田
中，2010 14））．その支援の検討においては，高機
能広汎性発達障害の中核的な症状としての社会性
の障害へのアプローチが考えられ，ソーシャルス
キル・トレーニングと結び付けられたわけである．
さて，エブリ教室が再開した2001年～2006年まで
は，1998年～1999年の実践による志向を踏襲し，
一層の追及を試みた．支援方法の検討においては，
ソーシャルスキル・トレーニングと構成的グル
ープエンカウンターの統合的な方法論，TEACCH

プログラムや応用行動分析などのアイディアに共
通するような方法論を開発，蓄積するに至った（例
えば，佐々木，加藤，佐々木2001b 15）；佐々木，
加藤，伊藤，熊谷2006 16））．
　しかし，2006年度には，それまでの訓練志向か
ら，参加児者にとっての休日活動の充実をねが
い，自立的な活動の実現を志向するようになっ
た．このことは，今日的なの自立観に即して，方
針を検討したことによる．ここでいう「自立」と
は，その意思的側面である「主体性」に基づく活
動への参加であり，その参加においては参加の児
者一人一人が適切な支援条件下で，自分の力や個
性を最大限に発揮してなされる取り組み（名古屋，
2002 17）；名古屋2006 18））の実現を意味する．すな
わち，エブリ教室の活動が，参加の児者にとって
の充実した休日活動として位置づけられることに
他ならない．
　このようなエブリ教室における活動の方針
は，当然のことながら，エブリクラブにも反映
された（佐々木，加藤2005 19）；佐々木，加藤，
2009 20））．
（２）活動の内容
　上記した活動の方針は，活動の内容としても
反映された．年間活動計画について，2001年度，
2007年度のものを表１と表２に一覧した．
　これによると，前者，訓練志向の時期では，活
動内容が上半期では単発的に設定されている．ま
た，下半期では劇活動をメインにしているが，並
行して単発的なゲームが抱き合わせになっている
回がある．これに対して，後者，自立志向の時期

高機能広汎性発達障害児・者への支援の取り組み（２）
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表₂　2007年度の年間活動計画

表₁　2001年度の年間活動計画



207

では，「単元」と称して年間の活動が大きくまと
められています．上半期はタグラグビー．間にも
のづくりや遠足のようなイベントをはさみ，下半
期には劇活動に取り組んでいる．単元というのは，
教育現場の用語で，教育内容の一まとまりを意味
する．すなわち，一定期間を一定の内容を設定し
て取り組むということである．活動を単元化する
ことで，次のようなメリットがある．すなわち，
①一定期間同内容の活動に取組むことになれば，
参加児はその活動に期待や見通しを持ちやすくな
ること，②繰り返しの活動によって，参加児は自
分なりに活動の目当てを持ち，その達成度を自分
なりに振り返りやすくなること，③繰り返しと発
展的な活動が展開されれば，スタッフにとっては
参加児の様子が把握しやすく，自身の動きや判断
が精錬されやすいこと，である．
　活動に見通しがもてたり，目標がもてたりする
ことで参加児は存分に力を発揮しやすくなり，活
動を楽しみに思えやすいと．すなわち，これは参
加の児者の主体的な活動を促しやすい支援方法の
一つであると考える．（佐々木，2009 21）;佐々木，
加藤，2008 22）;佐々木，加藤，2010a 23）;佐々木，
加藤，2010b 24））．

４ 　他の関連団体とのかかわりに関する経緯と現
状

　エブリの会と他の関連団体とのかかわりには，
活動内容の参照，分担，参加児者やスタッフの紹
介などがあった．
（１）活動内容の参照
　活動内容の参照として，エブリ教室は，発達障
害児の小グループ活動としての先行事例であった
「なずな教室」を参照して活動の形態や内容を企
画した経緯があった．同様に，エブリ教室は，そ
の後に岩手県内各地で立ち上げられた，発達障害
児者に対する支援活動のモデルとなった．例えば，
2002年に奥州市水沢区（当時の水沢市）で立ち上
げられた「わくわく教室」，2004年，北上市を拠
点地域として立ち上げられた「ＳＳＴ教室あじっ
こ」，花巻市を拠点地域として立ち上げられた「Ｓ

ＳＴ教室花童風童」において参照された．これは
第一筆者がそれらの立ち上げに関わり，自己模倣
的な要因もあった（佐々木，三田，関口，山下，
宮澤，安部，2009 25）；佐々木，佐々木，安部，三田，
2009 26））；髙橋，及川，朽木，師田，三田，佐々木，
2010 27））．
　また，「エブリ談話室」，「エブリ保護者の集い」
は，先行事例としての保護者グループであった「な
ずな談話室」を参照した．また，第一筆者はこれ
らを参照し，「ＳＳＴ教室あじっこ」や「ＳＳＴ
教室花童風童」との姉妹活動として「談話室あじ
わい」，「保護者談話室」を立ち上げた（岩手県立
花巻養護学校注），2005 28）;2006 29）;2007 30）；佐々木，
三田，関口，山下，宮澤，安部，2009 31））．さら
に，これらは，2008年，2009年に現在の筆者の所
属である特別支援学校におけるセンター的機能の
一貫としての保護者支援事業としても参照されて
いる．
（２）活動の分担
　エブリの会の活動において，保護者支援を意図
したエブリ談話室とエブリ保護者の集い，そして，
関係者に対する支援を意図したエブリ学習会は現
在開催されていない．大局眼的な表現をすれば，
これらの活動内容は，関連団体とのかかわりの中
で，発展的に解消したといえる．例えば，保護者
支援のための活動は，エブリの会の保護者が中心
となって2007年に立ち上げた，「岩手発達障がい
親の会・くぷくぷ」における機能として，保護者
支援活動が展開されていることによる．
　また，エブリ学習会のような関係者に対する支
援についても，ＪＤＤネットいわてなど他の関連
団体主催による企画によって多くの機会が提供さ
れている．
（3）参加児者やスタッフの紹介
　参加児者の紹介は，エブリの会への紹介がある
場合とエブリの会から紹介をする場合の双方向が
ある．例えば，ある地域に在住の中学生が，当地
での支援団体の対象年齢が合わなかったために，
中学生以上の年代を対象とするエブリクラブへ紹
介された．また，別のある地域に在住の児とその

高機能広汎性発達障害児・者への支援の取り組み（２）
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保護者が，ある相談機関からエブリ教室の情報を
得て，参加を希望した．その地域を拠点としてい
る支援団体があったが，保護者はその存在を知ら
なかったので，第一筆者から情報提供し，その支
援団体へ紹介をした．
　なお，盛岡近隣に在住でも，他の発達障害があ
るが，高機能広汎性発達障害がない児者の場合，
発達障害のある児者を対象としている，なずなの
会（加藤，1993 32）；佐々木，2002 33））などの他の
支援団体を紹介している．
　同様にスタッフの紹介もある．例えば，エブリ
の会のスタッフで職場の移動があった際に，移動
先の地域を拠点としている支援団体の活動を紹介
し参加を勧めるということである．

Ⅳ　考　察

　結果に基づき，ここではエブリの会の運営に関
する検討の視点を考察し提起する．
１　エブリの会の独自性からの視点
　エブリの会の運営ついて，今後検討の視点を明
らかにするために，その独自性への着目が必要で
あろう．それがエブリの会の目的や方針を規定す
る大きな要素となるからである．
　エブリの会の独自性として，次の２点が挙げら
れた．すなわち，①支援対象の特化である．これ
には二つの内容があり，一つは，立ち上げ当初か
ら，高機能広汎性発達障害に特化してきたことで
ある．もう一つは，高機能広汎性発達障害のある
児者本人に特化するようになったことである．②
支援内容としての，本人の休日活動提供に特化す
るようになったことである．これらは，経緯から
すれば，一定の必然性をもって追及されたもので
あったが，今後のエブリの会の取り組みの中でそ
の意義と成果が説明されることが望ましい．
　なお，高機能広汎性発達障害に特化してきたこ
とについて，補足する．発達障害の概念は，包括
的な「いわゆるＬＤ」からＬＤ，ＡＤＨＤ，高機
能広汎性発達障害へと一端は分化したものの，軽
度発達障害，あるいは発達障害として収束され，

現場に根付こうとしている．県内のほとんどの支
援団体においても，支援の対象は発達障害である．
このような状況にあって，エブリの会が対象を高
機能広汎性発達障害に特化していることの意義は
何か．一つに，高機能広汎性発達障害のある児者
に固有の適応上の課題があるという主張がそれに
当たるかもしれない．このような主張が確かな根
拠を持ちえるのか，あるいは，根拠を持ちえたと
きに，エブリの会が応えるべき支援内容は何か，
今後，エブリの会の実践内容の成果からもこのこ
との意義が検討される必要があるだろう．

２ 　エブリの会と他の支援団体とのかかわりから
の視点
　1998年以来のエブリの会の取り組みは，実践モ
デルとして岩手県内の他の支援団体において参考
にされた．そのために，現在もなお，相互交渉に
よる機能の分担それらとのかかわりがあり，その
中でエブリの会における役割の分担や事業内容の
特化が実現されている．例えば，保護者支援を目
的とした事業は，他の支援団体に任せ，エブリの
会は本人支援に特化しているのだが，これは支援
団体が複数ある盛岡近隣地域だからこそ出来る分
担である．他の地域のように支援団体が一つであ
るならば，本人支援と保護者支援をそれぞれ目的
とした複数の事業を計画する必要性が生じる．
　このような分担状況は期せずして至った結果で
あるが，この妥当性や成果が取り組みに基づく俯
瞰的な視点から検討される必要があるだろう．

３　エブリの会の運営実態からの視点
　エブリの会の取り組みの継続発展に際しては，
その運営実態への着目によって，最適化された運
営内容，方法が志向される必要がある．このこと
に関して，運営組織とその機能に関する詳述とそ
の分析，評価，改善策の検討をめざし，運営課題
に関する把握の観点が提案されている．すなわち，
①「人的課題」，②「経営的課題」，③「実動的課
題（ハード面；施設設備状況，ソフト面；活動内
容のレパートリー）」（佐々木，三田，2009 34））で
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ある．これらに即しての運営実態の明確化され，
検討される必要があるだろう．

注釈

　注）現在の，岩手県立清風支援学校．
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